
事業者名：株式会社二幸技研　事業年度：28年度

当社は自動車の樹脂部品を中心に試作品の開発・
製造を手掛けている。自動車業界では近年、燃費
改善のための車体・部品の軽量化が従来以上に求
められ、金属使用部品の樹脂化が急速に進行して
いる。当社ではこうした需要に対し、ナイロン注型、
ウレタン注型、粉末造形といったソリューションを有し
幅広いニーズに対応している。中でも、従来の金型
に比べ、シリコン型を使う低コスト・短時間で製造で
きるナイロン注型技術は、製造設備、シリコン型材料、
ナイロン材料の全てを自社開発したオンリーワン技術
である。ナイロン注型技術の一連の開発に平成25年
度から平成27年度のものづくり補助金が活用されて
いる。開発部はかわさき新産業創造センター（KBIC）
に入居している。

ものづくり補助金を活用して開発を積み重ね、技術
確立に成功した事例である。ドイツから導入したナイ
ロン注型は画期的な技術ではあったが、日本で設備
をそのまま稼働してもうまく行かず、設備、材料を一
から開発し、当社のオンリーワン技術として確立した。
その姿勢に、プラスチックのスペシャリストとしての強
い矜持を感じた。
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▲ナイロン注型技術による部品

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
技
術
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普
及
拡
大
を
目
指
す

　

ナ
イ
ロ
ン
注
型
技
術
は
、
製
造
設
備
・

材
料
の
両
方
を
販
売
し
、
自
動
車
業
界

の
み
な
ら
ず
軽
量
化
ニ
ー
ズ
の
高
い
ロ
ボ
ッ

ト
・
介
護
業
界
へ
の
普
及
を
目
指
し
ま
す
。

さ
ら
に
3
D
ス
キ
ャ
ナ
や
3
D︲C
A
D

も
導
入
す
る
こ
と
で
設
計
か
ら
生
産
、
品

質
管
理
ま
で
を
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
遂
行
で
き
る

体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

自
社
開
発
の
ナ
イ
ロ
ン
材
料
は
、

3
N
I︲N
Y
L
O
N
［
ス
リ
ー
エ
ヌ
ア

イ
ナ
イ
ロ
ン
］
と
い
う
名
称
で
発
売
し
ま

し
た
。「
3
N
I
」
は
、
ナ
イ
ロ
ン
注
型

専
用
装
置
の
開
発
を
当
社
と
一
体
で
推
進

し
て
き
た
西
川
鉄
工
株
式
会
社
（
静
岡

県
富
士
市
）
と
当
社
の
技
術
顧
問
と
し

て
ナ
イ
ロ
ン
注
型
の
技
術
開
発
を
指
導
・

指
揮
し
た
西
山
昌
男
氏
、
そ
し
て
二
幸

技
研
、
3
者
の
頭
文
字
に
因
ん
で
命
名
し

ま
し
た
。
ま
た
、
品
番
の
「
K
W
」
は

当
社
が
位
置
す
る
川
崎
市
に
因
ん
だ
も
の

で
す
。
ナ
イ
ロ
ン
注
型
技
術
は
、
川
崎
市

な
ど
が
認
定
す
る
「
川
崎
も
の
づ
く
り
ブ

ラ
ン
ド
」
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
注
型
技

術
の
開
発
を
支
え
て
く
れ
る
方
々
へ
の
感

謝
を
名
前
に
込
め
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
技
術

の
普
及
拡
大
へ
の
挑
戦
を
続
け
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
、

絶
え
間
な
い
技
術
革
新

大
型
厚
肉
製
品
を
製
造
す
る
た
め
、
当
社
独
自
の
ナ
イ
ロン
注
型
技
術
に
よ
っ
て
、
切
削
加
工
よ
り
も

コス
ト
優
位
な
生
産
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。
ま
た
、
当
社
独
自
開
発
の
ナ
イ
ロン
材
料
の
自
動
製
造
装
置
を
開
発
し
た
。

今
後
、
自
動
車
業
界
の
み
な
ら
ず
ロ
ボ
ッ
ト
・
介
護
業
界
等
で
の
採
用
も
目
指
す
。

事業テーマ：大型厚肉樹脂製品の注型を可能とするシステム開発

▲ナイロン材料製造自動化設備
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ナ
イ
ロ
ン
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型
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術
で
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製
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に
も
対
応

　

補
助
事
業
で
は
、
当
社
独
自
の
ナ
イ
ロ

ン
注
型
技
術
で
、
大
型
厚
肉
製
品
の
製
造

を
可
能
に
す
る
生
産
シ
ス
テ
ム
と
、
ナ
イ
ロ

ン
材
料
製
造
の
自
動
化
装
置
を
開
発
し
ま

し
た
。
大
型
厚
肉
の
樹
脂
製
品
は
棒
状
の

材
料
を
切
削
加
工
し
て
製
造
す
る
の
が
一

般
的
で
す
が
、
廃
棄
ロ
ス
が
多
く
コ
ス
ト
面

に
問
題
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
従
来
の
ナ

イ
ロ
ン
注
型
装
置
で
大
型
厚
肉
製
品
を
製

造
す
る
と
、
ヒ
ケ
（
製
品
表
面
に
出
る
凹

み
形
状
）
や
ボ
イ
ド
（
気
泡
混
入
）
が
発

生
し
や
す
い
こ
と
が
問
題
で
し
た
。
そ
こ

で
、
大
型
厚
肉
製
品
の
製
造
に
最
適
な
ナ

イ
ロ
ン
材
料
の
成
分
構
成
を
見
直
す
と
と

も
に
、
材
料
を
シ
リ
コ
ン
型
に
注
入
す
る

注
型
機
に
つ
い
て
は
よ
り
均
一に
型
に
注
入

で
き
る
機
構
の
開
発
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
材
料
費
と
し
て
約
6
0
0

パ
ー
セ
ン
ト
、
全
工
程
で
約
30
パ
ー
セ
ン
ト

の
コ
ス
ト
削
減
を
達
成
し
ま
し
た
。
ナ
イ

ロ
ン
材
料
の
自
動
化
装
置
で
は
、
従
来
10

時
間
の
手
作
業
で
25
キ
ロ
グ
ラ
ム
し
か
作

れ
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
ほ
ぼ
自
動
、
7

～
8
時
間
で
最
大
2
0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
の

製
造
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

会社名 株式会社二幸技研

事業計画の概要

大型厚肉製品の製造に最適なナイロン材料の成分構成と、ナイロン材料をシリコン型に注入する
注型機について、より均一に型に注入できる機構の開発を行った。また、従来手作業で行ってい
たナイロン材料の製造の自動化装置を開発し、短時間で多量の材料生産が可能となった。

補助事業のきっかけ

取引先より、大型厚肉樹脂製品にナイロン注型技術を活用することでコストダウンできないかとの要
望を受け、生産システムの検討を行った。また、大型製品を生産する場合にはナイロン材料の使用
量が大幅に増加することから、より短時間で多量のナイロン材料を生産する設備の開発を行った。

事業化状況

大型厚肉製品については受注に向けた取引先への打診を進めている。ナイロン材料の自動化装置
は既に販売製品の生産に使用している。

も
の
づ
く
り
技
術

革
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サ
ー
ビ
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般
型
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